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医師の思考はこうなっていた！　病歴聴取の道案内
私は編著者の前野哲博先生が研修医の頃、一緒

に働いており、患者さんの診察にとても情熱をもった

先生だなあと思っていました。まだ「チーム医療」と

いわれていなかった時代に、医師も看護師も関係な

く、多職種で患者さんのことを診て（看て）いたことを

思い出します。その頃から前野先生の説明はわかり

やすく、診察することや教えることを楽しんでいるよ

うにみえました。本書は、そんな前野先生の病歴聴

取の技を医療職向けに伝授してもらえる虎の巻です。

1、2章では、これからの医療職に求められる症状

アセスメントを概念化し、段階的に読み進められる

ようになっています。患者のもっているぼんやりした

情報をいかに効率的に絞り込んでいくか、コミュニ

ケーションや聞き方の方略、ちょっとしたコツが書か

れています。「『グラフを描けるように』情報を集める」

「『合わないところはないか』考える」といった独自の

切り口で病歴聴取を深めていきます。

3章は「症状聞き方ガイド」として、病歴の聞き方

の道案内が示され、各質問の意図と、患者の答えの

解釈がていねいに説明されています。さらに「医療機

関を受診しない場合の対応」として、どの程度様子

を見てもいいのか、患者目線での心配事への配慮が

書かれており、いまは受診しなくても大丈夫そうと判

断した医療職へのアドバイスとなっています。また、

医療職は患者の症状が軽減していると思っていても、

患者自身が「ちっともよくならない」と感じることがあ

るため、「1日でも早く症状から解放されたい」患者の

想いをよく聴くことの重要性も書かれています。

4章は対話形式で、「症状聞き方ガイド」に沿って

症例をアセスメントしています。さらに、医師が確認

したい情報をそろえた伝え方、その後の医療機関で

の経過が簡単に述べられています。判断に続く検査・

治療がどのようになっているかは、貴重な情報です。

5章では、患者の症状を医学用語に変換し、医師

にどう伝えるかが書かれています。医療職の質問は

時として専門的になりがちで、患者には通じない場

合があります。また、患者がうまく伝えられない症状

を、医学的に変換する作業も必要です。これらは、

看護師にもトレーニングが必要な作業です。

6章の「症状聞き方ガイド一覧」では、症状に沿っ

た聞き方と「緊急度判断チェックリスト」が網羅され

ており、PDFがダウンロードできるようになっている

ので、聞き方の練習にもフル活用できるでしょう。

この本には、患者さんから質のいい情報を能動的

にとったうえで、論理的な考え方を、患者さんの状態

を見ながら行っていく、有機的でダイナミックな方略

が書かれています。

答えは患者さんがもっています。それをいかに効率

的にあぶりだすか、意図的な質問と考える道案内で、

デキる医療職をめざしましょう！
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